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支笏火山により恵庭の大地を形成

アイヌ文化の形成
文化

産業

交通

花のまちづくり

大地 漁川流域で伐採を開始

牛・馬の放牧開始

水稲栽培が開始 花苗生産が拡大

酪農の拡大

馬を
農耕用に使役

馬での運搬

森林鉄道の誕生（1955 年廃止）

恵庭鉱山の開山（1943 年閉山）

花づくり愛好会が設立

商店街での花の活動開始

はなふる整備

鉄道・バス（自動車）の誕生

漁川で海上交通を行う

本格的な入植が開始
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札幌市 千歳市 石狩市 恵庭市 江別市 北広島市 当別町 新篠津村

139 万人

1,584 万人

497 万人

253 万人 札幌市
石狩市

千歳市

恵庭市

恵庭の資源

森林・河川などの自然資源 花・ガーデニング文化
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動物との関わり
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森林 ・ 水質保全生息地の保全

ヒ ト

身体的
精神的

社会的

長期滞在 中期滞在 短期滞在
ワークショップ

４万年前、恵庭岳の火山活動により恵庭の大地が形成された
支笏洞爺 国立公園で育まれた水が漁川を通じ、恵庭の文化・産業に影響を与えてる
平成初期から花のまちづくりが始まり、今日も育まれ恵庭の文化となっている
現地調査から、恵庭の資源は花と自然と考える

　1993 年世界獣医医師会世界大会の「ベルリン
宣言」が発端となり、人獣共通感染症に対応する
ために、人と動物、環境の健康・健全性を一体的
に守っていくという考え。

　新型コロナウイルス感染症をはじめとする人獣
共通感染症は、生態系の劣化、土地利用の変化等
によって動物と人との関係が変化したために、　元々野生動物が持っていた病原
体が、様々なプロセスを経て人にも感染可能になったとされ、３つの健康・健全
が重要な今後、重要な課題である。

 One　Health の提唱

 観光・少子高齢化社会・ストレス社会

現在の総人口は７万人
今後も少子高齢化に伴い、健康に対する
需要が増加する事が考えられる。

年々、うつ病患者は増加しており、ス
トレス社会となっている。
今後、リフレッシュ・セラピ―に対す
る需要が増加する事が考えられる。

　今後の少子高齢化の恵庭において「健康」は重要な要素と捉え、恵庭の資源で
ある、自然環境と花・ガーデン文化を活かして、人と生物環境の保全を目指す。

恵庭市の石狩振興局内での、観光客数は
５％を占めており、オーバーツーリズム
対策として観光地の分散の必要が必要と
考えれれる。

恵庭市の人口変化

全国のうつ病患者の推移

市町村別観光入込客数 2019（石狩振興局）
出典：北海道経済部観光局「北海道観光入込客数調査報告書」
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02 現状
Status quo 健康の重要性

03 提案
Proposal ヘルスガーデンシティ

01 調査
Research 花と自然のまち、恵庭

健康ライン～ひと・動物をめぐり、環境を守る～

Site2 恵庭渓谷 三段の滝

ラルマナイの滝

白扇の滝
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新型コロナウイルスの感染拡大、少子高齢化やストレス社会と言われる中で、「健康」の重要性が増している。
新たなフェーズの「GARDEN CITY」とは、花や自然を活用した人・環境・動物が健康な「ヘルスガーデンシティ」と考える。
そこで、都市部での花の活動から郊外の森林・河川を恵庭の資源として捉え、アクティビティを通じて人の健康を図り、空間整備により動物環境の健全をもたらす。



三段の滝

薬用の庭と四季の花園

四季の花園での花散策

漁川での野鳥観察

囲まれた小スペースで休む

音楽ステージ

芝生広場での運動教室

川床で食を堪能する瞑想空間

滝に近づき眺め聴く

川のトレイル

宿泊施設で湯治

河川敷での運動

花の学校でガーデニングを学ぶ
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昆虫

大型鳥類 小型鳥類
緑

芝生広場

ラルマナイの滝

白扇の滝

川のテラス

森林セラピーロード　花のトレイル

川のトレイル

距離：約 1.5㎞　
獲得標高：90m
野草の花が次の目的地へと自然と誘う。
舗装は土・ウッドチップ・枕木などで足からも自然を感じる

距離：2.1㎞
川辺が３つの滝へと自然と誘う

デッキで水に触れ、水の流れ、
時の流れの気づきを与える

川上に座敷を設け、手が届きそうなほど、水面が近く、川の
涼しさを味わいながら、食を堪能する

ステージ状になっており、野外音楽など賑わいを創造する

高さ：15m　幅：18m

漁岳で育まれた水に触れ、冷たさ、自然の雄大さを感じる

日陰では野草を中心とした自然植生、日向では園芸品種で構成されさせる

ラルマナイ川の水音が微かに聞こえ、花・山に囲まれた空間でこころを整える

三段の滝

ラルマナイの滝
白扇の滝

瞑想の間

花広場

石のテラス

親水空間

療養施設
温泉、食などの食住を提供し、五臓六腑に染み渡せる

えにわ湖 至

ヒーリングガーデン 遊歩道 遊歩道 養蜂場植栽帯 植栽帯自転車道 河畔湿地 河畔湿地漁川 テラス

ラルマナイ川遊歩道 ラルマナイ川 階段 道路三段の滝
橋下景観広場

入り口スロープ

スロープ

はなふる

薬用の庭
飲む・浸かるための
ハーブを育てる

企業の庭
各区画で生産物や企業がＰＲするための庭

花の学校

四季の花園

ヒーリングガーデン

遊び場

芝生広場

園芸療法ガーデン
ガーデニング技術を伝える ハーブ、花の香りや土の感触など

手入れを通じてセラピーを行う
高低差のある築山で
体を動かす

緑に囲まれた空間で腰をおろし
立ち止まる

演奏スペースなど
多機能の役割を持つ広場春・夏・秋の季節の色から

イメージを膨らませたデザイン

湿地

ウォーキングコース
サイクリングコース

木漏れ日の道
養蜂

親水空間

ワンド

ワークショップ施設

木と光をテーマに、淡く光る
ライトのように樹木を演出する

緩やかに流れる水面で水に触れる
対岸のワンドを望む

ドライフラワーなど制作体験の場や
管理道具の格納

生物の隠れ家となり、水の流れに
より見せる姿が変わる

花の資源を活かし、ミツバチが
２㎞範囲から蜜をかき集める

水生植物・生物の
生息地となる

園芸療法

泊まる

自然の中で虫取り森林浴

滝を眺める

花のトレイルでトレッキング０ 50 100 200 500m

0 50 100 200 500mN

植生：亜高山帯、亜寒帯のエゾマツ―トドマツ群落
　　　ヤチダモ、ケヤマハンノキ、ミズナラ、エゾイタヤ、エゾマツなど

鳥類：クマゲラ、キビタキ、エゾムシクイ、ヒガラ、ハシブトガラなど

魚類：ニジマス、アメマス、エゾウグイ、ヤマベなど

哺乳類：キタキツネ、エゾリス、エゾシカなど

昆虫類：カバイロシジミ、オナガアゲハ、キタクワオサムシなど

植生：イチイ、シラカンバ、ハルニレ、ユリノキなど
鳥類：ハクセキレイ、白鳥、ウソ、オジロワシ、マガモなど
魚類：アメマス稚魚、ヤマメ稚魚、ニジマス稚魚、ウグイ、ヤマベなど
昆虫類：ミヤマアカネトンボ、エゾゼミ、ヒョウモンチョウなど
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医療法人
フィットネスクラブ

林業業者
医療法人

花のまちづくり推進協議会
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恵庭渓谷運営団体 恵庭かわまちづくり
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森の保全 水質保全
防災機能

持続可能な生態系サービス

生息地の確保

森の活用

川の活用

親水空間

川辺の賑わい創出

コリドー

湿地・ワンド
パッチ マトリックス

動物との関わり方の模索

薬剤耐性菌の使用減少

人獣共通感染症対策

食はちみつ

地域特産品
50 年後

生態系

自然環境

療養

文化

ハーブ

野鳥

花の学校
地域連携

園芸をはじめる技術の伝承

ガーデン文化の愛着

セラピー

リフレッシュ

森林セラピー
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動物 環境
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デザイン対象地

 人の健康

 まちの健康

はなふる ・ 恵庭渓谷

つながる

都心部 森林部社会基盤

空間に没入

①漁川の支流であるラルマナイ川に流れ込む３つの滝を拠点に滞在型の森林空間で
主に精神と肉体の健康をめざす。
②瞑想空間や森林浴などの自然からのエネルギーを体内に取り込み、精神を整える。
③３つの滝をトレイルで結び、自然空間を見るだけなく、歩きながら能動的に自然、
地形を体験し肉体に刺激を与える。
④花のトレイルでは北海道の緯度を活かした亜高山帯植物の植物を植栽し、静かな
野草の花の中で心身を癒す空間となる。

①花の拠点「はなふる」から漁川の河川空間へと花の活動が広がり、主に社会的と
精神の健康をもたらす。
②恵庭で培ってきたガーデニング文化を「花の学校」や「園芸療法ガーデン」「ヒー
リングガーデン」など花を通じて、人とコミュニティに出会う空間となり、自分が
社会の一部となる。
③園芸品種の花を中心に、寒暖差によって草丈や色彩が鮮やかに咲き乱れる。

小さな花緑を１輪・１鉢から育て、植物の楽しさ、魅力を見つける。
恵庭にいる人が身近に花、緑のある生活となり、育みながら生命力、季節感を感じる。

プログラム：花の学校

　「恵庭渓谷」での周辺の国有林を PFI 事業として展開し、持続的に手入れを行い、
新たな森林の価値を提供する。
　「漁川はなふる」では、かわまちづくり制度を活用し、漁川の水辺空間に花文化
を展開し、川辺に沿って賑わいを創造する。

　恵庭渓谷の山、川、花に囲まれ空間でヨガや瞑想で精
神を落ち着かせ恵庭の時間を自然から体内へと取り込む。
　

　ワンドや親水空間など変化する漁川の風景を横目に自
転車で漕ぎながら恵庭の街を巡る。

　囲まれた空間で腰をおろし、一息をつく。足元に目を向
けると、草花の絨毯が広がり、植物の生命力を感じる。

　湿地に飛来する鳥類、生息する生物を一定距離から観察
する。生物が四季の移り変わりを教えてくれる。

　野趣あふれる恵庭渓谷の生い茂る緑のコントラストか
ら雄々しい姿で流れ落ちる滝を様々な距離から体験する。

　土、ウッドチップ、石材な舗装を歩き、自分の好む空
間を探し、森でゆったりと過ごす。

　２つの対象地を巡り滞在する中で、自然、花の様々なアクティビティを通じて
健康となる。そして、空間整備、運営によって街の健康をはかる。

　

瞑想の間

川のトレイル

森林セラピーロード

サイクリングロード

ヒーリングガーデン

湿地

　Site1 恵庭渓谷

　Site２漁川はなふる

ヘルスガーデンシティの可能性

マネジメント

04 デザイン
Design 設計

Site2 恵庭渓谷

Site1 漁川・はなふる


